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２．令和５(2023)年度の取組について
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栃木県未来技術地域実装協議会
⇒ とちぎスマート林業推進協議会
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とちぎスマート林業推進協議会

関係団体・民間企業等

栃木県
未来技術地域実装協議会
～とちぎスマート林業

推進協議会～

測量会社
・(株)パスコ栃木支店

林業機械メーカー
・(株)小松製作所

県森林組合連合会
県山林種苗緑化樹協同組合
県林業振興協会

林業 ・(株)栃毛木材工業
事業体 ・那須町森林組合

・たかはら森林組合

県木材業協同組合連合会

製材工場 ・二宮木材(株)
・渡良瀬林産(株)
・(株)ヤマサンワタナベ

大学等研究機関
・国立大学法人宇都宮大学

工学部基盤工学科
農学部森林科学科

・栃木県林業センター

地方公共団体
栃木県
宇都宮市・足利市・佐野市・
鹿沼市・日光市・真岡市・
大田原市・矢板市・那須塩原市・
塩谷町・那須町・那珂川町

国 現地支援責任者
林野庁関東森林管理局

ハンズ
オン
支援

関係省庁
林野庁・農林水産省・国土交通省・総務省

※ 敬称略

全34者

5



とちぎスマート林業推進協議会 推進体制

効果・検証：林業センター、各出先事務所

＜協議会＞
〇 会長：宇都宮大学 松英准教授
〇 副会長：県森連 江連会長・県木連 東泉理事長
〇 構成員（34団体）

森林情報高度化ＷＧ 未来技術導入・検証ＷＧ 生産管理ICT化ＷＧ

〇 事務局：環境森林政策課環境立県戦略室・総合政策部デジタル戦略室・産業政策課次世代産業創造室

…総合的な企画調整、普及啓発、協議会運営

実装・普及

【目的】
スマート林業の基盤となる森林資源
情報の高度化・可視化
【取組内容】
①航空レーザーを活用した計測
②資源（材積等）・地形解析
【構成】
民間（測量会社），国（林野庁、
国土地理院），県（森林整備課等）

【目的】
労働生産性の向上を図るための、未来技術の実証
【取組内容】
①未来技術による労働生産性向上の実証
②未来技術を活用した生産工程の普及
【構成】
民間（林業団体・事業体、林業機械ﾒｰｶｰ），
国（林野庁・総務省），県（林業木材産業課等）

【目的】
需給ミスマッチを解消するための、
生産管理のＩＣＴ化
【取組内容】
①生産管理システムの基礎調査
②システムの構築
【構成】
民間（林業団体・製材業団体），
国（林野庁）,県（林業木材産業課等）
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１．令和４(2022)年度事業報告について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

２．令和５(2023)年度の取組について

森林整備課 森林保全担当



とちぎスマート林業推進協議会 推進体制

効果・検証：林業センター、各出先事務所

＜協議会＞
〇 会長：宇都宮大学 松英准教授
〇 副会長：県森連 江連会長・県木連 東泉理事長
〇 構成員（34団体）

森林情報高度化ＷＧ 未来技術導入・検証ＷＧ 生産管理ICT化ＷＧ

〇 事務局：環境森林政策課環境立県戦略室・総合政策部デジタル戦略室・産業政策課次世代産業創造室

…総合的な企画調整、普及啓発、協議会運営

実装・普及

【目的】
スマート林業の基盤となる森林資源
情報の高度化・可視化
【取組内容】
①航空レーザーを活用した計測
②資源（材積等）・地形解析
【構成】
民間（測量会社），国（林野庁、
国土地理院），県（森林整備課等）

【目的】
労働生産性の向上を図るための、未来技術の実証
【取組内容】
①未来技術による労働生産性向上の実証
②未来技術を活用した生産工程の普及
【構成】
民間（林業団体・事業体、林業機械ﾒｰｶｰ），
国（林野庁・総務省），県（林業木材産業課等）

【目的】
需給ミスマッチを解消するための、
生産管理のＩＣＴ化
【取組内容】
①生産管理システムの基礎調査
②システムの構築
【構成】
民間（林業団体・製材業団体），
国（林野庁）,県（林業木材産業課等）
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意向調査(法定2計画）

航空レーザ計測の最適条件航空レーザ計測の最適条件 資源解析プログラム 地形解析・利活用 3次元施業提案3次元施業提案

路網自動計画

意向調査実施(不明者探索）

意向調査(準備）

パスコ

森林クラウド(研修・保守）地形判読ツール

森林境界明確化（合意形成）

森林境界明確化（現地調査）

森林ソリューションの技術体系森林ソリューションの技術体系

未来技術で

「地形」の見える化「林相」の見える化

事業イメージ

現地下見（境界等）

毎木調査（資源量）

現地測量（作業道）

〔人力〕
・胸高直径
・樹高etc…

〔人力〕
・線形
・縦横断etc…

経験値をベースに
した作業が必要

現状

単木レベル解
析

収量比数等

TerrainMapper
4点以上/m2で効率的に計測

基盤データを活用して…
最大限に価値を高めた森林経営計画の作成
・地籍(境界)確定 ・施業集約化 ・伐採造林計画
・路網計画設計 ・作業(人員・機械)配置計画等…

➢需要を見据えたﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
➢材積的・経済的歩留り
➢森林資源を最大限活用 ✓パソコン上で精度の高い森林データ

（地形・資源量等）を取得できる！

✓現地調査を省略・省力化できる！

基盤整備

現場で人力で、施業の都度行っていた
森林資源情報等の調査がレーザ測量により

航空レーザ計測

データ解析・クラウド等による共有（イメージ）
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• 森林資源解析 レーザ林相図

林道

崩壊地形

治山施設

階段状斜面

• 地形解析 微地形表現図

―既設路網の把握

―崩壊危険箇所の把握

―樹種の判別

集計する

森林資源情報

森林資源情報高度化 WG
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森林資源情報高度化 WG

■事業概要（全体）

航空レーザ計測・解析による高精度な森林資源量や地形情報等の把握

・森林資源 解析箇所

民有人工針葉樹林（約12万ha）※航空レーザ計測・地形解析は、民有林全体（約22万㏊）

１年目（R2補正予算）：モデル事業実施区域の位置する市町等

（鹿沼市・日光市（一部）・矢板市・塩谷町・那須町 ）

２年目（R3補正予算）：県西・県北など林業経営が活発な地域

（栃木市、佐野市（一部）・日光市・大田原市・那須塩原市・那須烏山市・那珂川町）

３年目：その他地域R2
（2020）

R3
（2021）

R4
（2022）

R5
（2023）

R6
（2024）

R7
（2025）

航空レーザによる情報取得

R2補正 モデル地域 林業経営
地域

■本格実装（森林クラウドへ情報反映・運用）

その他地域

※ 航空レーザ計測・解析によるデータは他WGへも随時提供していく

令和４年度実施

令和３年度実施済
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（２） 令和4年度 スケジュール

（１） 事業概要
・対象地域 ７市町

栃木市、佐野市（一部）、日光市、大田原市、那須塩原市、那須烏山市、

那珂川町 93,900㏊（939㎞２）

・委託業者 アジア航測・第一測工・栃木県用地補償コンサルタント共同体

・４点/㎡以上の航空レーザ計測 ※計測範囲は、別紙１参照

・解析内容

地形データ（微細地形、既設作業道等）

資源量データ（単木：樹種・樹高・胸高直径等，総量：材積・本数）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

■ 令和４年度 事業概要等について

航空レーザ計測

解 析

WG
中間報告

WG
成果確認

森林資源情報高度化 WG（２年目）

林業事業体
向け研修会

★契約 11/16
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（別紙１）航空レーザ計測範囲

Ｒ４計測
・航空レーザ計測（地形解析）：939㎞２
・森林資源解析：スギ・ヒノキ人工林 504㎞２

森林資源情報高度化 WG（２年目）

解析対象
市町村

スギ・ヒノキ
人工林面積

栃木市 42km2
佐野市（一部） 26km2
日光市（旧今市市以外） 207km2
大田原市 92km2

那須塩原市 46km2
那須烏山市 32km2
那珂川町 59km2

合計 504km2

◆ 令和３年度 森林資源解析実績

◆ 令和４年度 森林資源解析実施

解析対象
市町村

スギ・ヒノキ
人工林面積

鹿沼市 233km2
日光市（旧今市市範囲） 31km2
矢板市 39km2
塩谷町 52km2

那須町 45km2
合計 400km2
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成果品（ビューアソフト）※計測結果の閲覧専用ソフト

森林資源情報高度化 WG（２年目）

PC版

現地用タブレット
（スマホ）版
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森林資源情報高度化 WG（２年目）

◇ 研修内容
・事業説明、林業支援システム操作説明、

現地調査タブレット操作説明

◇ 開催日時・場所
・令和４年10月26日（水）県西環境森林事務所
・令和４年10月27日（木）県北環境森林事務所
・令和４年10月28日（金）矢板森林管理事務所

（午前 座学研修、午後 現地にて操作研修）

◇ 参加者 18名

■ 事業者向け研修の実施

＜参加者の声＞
・一人一人こういった端末を使って作業するのが、今後の標準になる

のではないか。
・参加できなかった職員にも帰ってから内容を伝えたい。

令和４年10月下旬に令和３年度の成果品（ビューアソフト）を用いて、
事業者向けの操作研修会を実施しました。
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１．令和４(2022)年度事業報告について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

２．令和５(2023)年度の取組について

林業木材産業課 循環型林業担当



１ Ｒ４年度取組状況

２ ワーキンググループの意見と対応及び検証機械一覧

３ 検証結果

・【路網設計支援システム】（ForestRoadDesigner（FRD）住友林業(株)）

・【ロングリーチ伐倒機】（ブラキオEX 松本システムエンジニアリング(株)）

・【ICTハーベスタ（バリューバッキング）】(日立建機日本(株))

・【ICTハーベスタ データ送信】（PC138US-11 (株)小松製作所）

・【苗木運搬用・薬剤散布用ドローン】（森飛 (株)マゼックス社・T-30 DJI)

（共同利用・レンタル・作業代行など新たな体制づくり）

・【多目的造林機械】（(株)筑水キャニコム・(株)アクティオ）

４ 研修会

項 目

①本県の林業に効果的な未来技術等を選定すること
②事業体が抱く未来技術等の導入に対する障壁を撤廃すること

検証の目的
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スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）

１ Ｒ４年度取組状況
月 日 事 項 内 容

6月17日
第1回未来技術
導入・検証WG
開催(書面)

・R3年度の結果報告
・検証課題及びR4年度以降の方針
・R4年度の検証概要

7月20日
薬剤散布用

ドローン研修会

・薬剤散布用ドローンの実演
・福島県来県(いわき市森林組合、いわき農

林事務所、いわき市林政課)
・県内事業体等32名参加

7月25日
事業説明会

及び
意見交換

・県内川上の事業体に向けた事業説明
・R3年度の結果の情報共有
・R4年度の検証実施者、箇所の決定
・県内事業体19社(26名)参加

8月9日
薬剤散布用

ドローン等研修会

・薬剤散布用ドローンの実演
・レーザ測量ドローンの実演
・県内事業体等24名参加

8月29日
薬剤散布用

ドローン等研修会

・薬剤散布用ドローンの実演
・レーザ測量ドローンの実演
・県内事業体等36名参加

9月1日 検証開始 ２の検証機械一覧のとおり

10月26日
リモコン式

草刈機等研修会

・リモコン式草刈機の実演
・アタッチメント式草刈機の実演
・自走式草刈機の実演
・県内事業体等54名参加

12月15日
ICTハーベスタ

(ロングリーチ型)
研修会

・ICTハーベスタ(ロングリーチ型)の実演
・オペレータによる当機への意見等
・県内事業体等49名参加

12月23日
第2回未来技術
導入・検証WG
開催(書面)

・Ｒ４年度取組状況
・第１回の意見と対応及び検証機械一覧
・研修会の開催状況
・ドローンに係る新たな体制づくりの検証

事業説明会及び意見交換(7/25)

研修会の状況
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スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）

２ 第１回ワーキンググループの意見と対応及び検証機械一覧

資料

NO
意見 対応

１

導入検証の課題が明確に示され、検証過程

ともシンプルにまとまっている。次年度も

このスタイルで資料をまとめてほしい。

今年度以降についても当該スタイルで

資料を作成。

ドローンについては、運用面の課題だけで

なく、操縦技術の向上や、風雨などの気象

条件、オペレータの育成などの課題がある

ため、それらの課題を解決し、導入に繋げ

てほしい。

今年度、ドローンオペレータにより山

林で薬剤散布等を行い、必要となる操

縦技術など課題を整理。

当該結果から次年度以降に林業に特化

したオペレータの育成(マニュアルや

カリキュラムづくり)について検討が

必要。

→

４ドローンに係るレンタル・共同利用・作

業代行など新たな体制づくり

２

ドローンの運用ルール(12月から改正と聞

いている)について知りたい。

国の情報収集を徹底。

次年度以降の検証機械等について、今年度

にワーキンググループの構成員等（特に林

業事業体）から意見を聴いてはどうか。

林業機械展等で最新の情報を得た後、

意見の聞き取りを検討。

→

【参考】来年度以降の検証機械の候補

（2022森林・林業・環境機械展示実演会）

３

ドローンの新しい体制づくりに関しては、

機材のレンタル・オペレータ派遣に加えて、

全ての作業（オルソ画像作成や薬剤散布ま

で）を代行できるとよい。

ドローンのレンタル、共同利用、作業

代行を検討中。現時点では、薬剤散布

や苗木運搬を想定しているが、測量や

撮影も検討。

→

４ドローンに係るレンタル・共同利用・作

業代行など新たな体制づくり

筑水キャニコムのリモコン式草刈機につい

ては、今年度の林野庁事業で実証・改良を

行うため、メーカーと要調整してほしい。

メーカーと調整済。

→

検証機械一覧

ドローン運用ルールについてどう対応する

のか、個人的に知りたい。

運用ルールを含め、検証を実施。

項目 市町村 事業体 検証期間 備考

路網自動設計

システム

（住友林業）

鹿沼市

粟野森林組合

9/1～12/25

鹿沼市森林組合

高見林業

日光市 ヨネザワ・フォレスト

矢板市 高原林産企業組合

大田原市 大田原市森林組合

那須町 那須町森林組合

ロングリーチ

伐倒機

（松本システム)

鹿沼市
鹿沼市森林組合 9/1～10/31

粟野森林組合 11/1～11/30

日光市 日光市森林組合 12/1～12/25

ICTハーベスタ

（コマツ）
鹿沼市 高見林業 9/14～11/14

ICTハーベスタ

（日立建機）

鹿沼市 栃毛木材工業 9/1～10/15 12/15

研修会大田原市 大田原市森林組合 11/1～12/15

薬剤散布用

ドローン

鹿沼市 高見林業 7月～8月

茂木町 芳賀地区森林組合 - 8/9研修会

那須塩原市 たかはら森林組合 8/29～ 8/29研修会

大田原市 大田原市森林組合 7月～8月 7/20研修会

苗木運搬用

ドローン
那須町 那須町森林組合 11/22～11/24

リモコン式

草刈機
矢板市 高原林産企業組合 9/10～9/30 10/26研修会

○意見と対応 ○検証機械一覧（７機種・７市町・９事業体）
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【路網設計支援システム】（ForestRoadDesigner（FRD）住友林業(株)）

【能力】 既設作業道の線形比較
1/5,000の図上で比較
・線形(ルート)➢概ね一致
・土質の判断 ➢自動不可
・災害への対応

➢県指針に沿った設計可能
➢沢地形は回避
➢湧水の判断不可

□既設路網線形とシステム設計を比較検証

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針等】
◎操作・初期設定の簡素化、マニュアルの充実
◎支線、スイッチバック等現地状況に沿った自動設計
➢次のステップとして自動設計による線形を踏査・作設

技能者による設計

R3

赤・・・FRD
緑・・・技能者

システム設計

【操作性】【難易度】等
➢操作や初期設定が複雑
➢作業道の測量、設計の経験が必要
（３年程度）

➢支線、スイッチバックが自動設計不可

【対応】
◎は課題やメーカーへ提言
➢は次年度以降の方針

R4

自動設計の線形
踏査後の線形

①

②

R3の課題を踏まえ･･･

※操作が複雑な問題については、
メーカ-により、動画マニュア
ルを作成し、暫定的に対応済

【課題(メーカーへの意見)・次年度以降の方針】
◎急勾配や崩壊地等の回避等、自動設計の精度向上
◎現地で線形修正するため、タブレット端末等への対応
➢自動設計による線形を実際に作設

①

② 急勾配

技能者による現地踏査

【検証結果等】
・設計時間(現地踏査込)

従来 約100～200ｍ/日
検証 約1,000ｍ/日

・机上設計の時間短縮
・現地踏査前の設計(机上設計)のたたき台として活用可能
・経験が浅い技能者でも机上設計が可能
ただし、ベテラン技能者の見立てでは及第点の線形

・踏査の結果、非現実的な線形になる場合があった
・踏査した結果の線形修正が現場でできない

線形変更

線形変更

線形延長
➢周遊型

□システム設計に基づき現地踏査
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【ロングリーチ伐倒機】（ブラキオEX 松本システムエンジニアリング(株)）

【能力】
・伐倒可能な距離：最大12ｍ(作業時８～10ｍ)
・伐倒可能な胸高直径：45cm
・伐倒可能な勾配：25～35°

【労働安全性】
・大径材の伐採可能 伐倒時にグラップルを放し転倒防止
・急勾配では地山へのアーム接触有り ➢高切
・同様にアームとヘッドの接触有り
・チェーンソー伐採より格段に安全
・かかり木の減少
・倒伐時に木の重心のズレ ➢伐採者側に倒木

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針等】
◎アームの地山への接触、アームとヘッドの接触
➢安全性の確認のため地域・作業種(皆伐・間伐)等を変えて検証

ロングリーチ伐倒機による伐倒

チェンソー伐倒

R3
【操作性】【難易度】等

・従来のオペレータであれば半日
～１週間程度で操作可能

➢経験の浅い人材では活用は難

【能力】
・作業システムに組み込んでトータル(伐倒→造材→運材→土場)での労働生産性

従来：７㎥/人・日 検証：13㎥/人・日（R３年度の平均〉※R４年度は集計中

【労働安全性】
・皆伐地では間伐地と比較して、旋回時に立木とアタッチメントの接触の危険が少

【操作性】【難易度】等
・作業道の低密度化が可能 ➢ コスト削減を見込むことができる
・アタッチメントの耐久性がやや低い ➢ 検証中に故障が発生

皆伐地

間伐地

R4

【課題(メーカへの意見) ・次年度以降の方針等】
◎アタッチメントの耐久性の向上
➢機械の故障により検証ができなかった地域をR５年度に実施

□従来作業とロングリーチ伐倒機の比較検証

R3の課題を踏まえ･･･

□事業体(地域・作業種)を変えて継続的な比較検証
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【ICTハーベスタ（バリューバッキング）】(日立建機日本(株))

【能力】
・まがり等を目視で確認することなく素材生産

➢不可
・品質を考慮した長さ

➢市場価格で最も高価になる長さ
・製材品を見据えた丸太生産

➢不可
【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針等】

◎経験の浅い人材が活用できるようまがり等の判断自動化
◎狭小箇所は不適
➢地域・作業種(皆伐・間伐)等を変えて検証
➢ヘッドとコクピットに距離があるロングリーチ型を検証

チェンソー造材

ICTハーベスタ造材

R3

R4

【操作性】【難易度】等
・簡単な操作性
・自動送材でコクピットに材が接触➢狭い場所は不適
・木寄不可 ➢効率低下

ICTハーベスタ
(ロングリーチ型)伐採・造材

【能力】
・伐倒可能な距離：最大約12ｍ
・伐倒可能な高さ・深さ：高さ約７ｍ 深さ約４ｍ
・伐倒可能な胸高直径：約30～40cm ※安定性の確保のためヘッドが一回り小さい

➢大径木の伐採は不可
・造材能力は、R３年度検証のICTハーベスタと同様
【労働安全性】
・チェーンソー伐採より格段に安全、かかり木の減少
・ヘッドとコクピットに距離があり、自動送材による接触の危険が少
【操作性】【難易度】等
・従来のオペレータであれば１～２週間程度で操作可能
・ブームとアームが同時に可動(片手操作で水平可動：経験が浅いオペレータを想定した設計)

➢従来機は、ブームとアームが別可動のため、ベテランのオペレータからは操作に慣れない
との意見あり

【課題(メーカへの意見) ・次年度以降の方針等】
◎軽量かつ大径材に対応したヘッドの開発
➢伐倒可能な胸高直径に合わせ、比較的林齢が若い間伐地で検証

□従来作業とICTハーベスタ造材の比較検証

R3の課題を踏まえ･･･

□従来作業とICTハーベスタ(ロングリーチ型)伐採・造材の比較検証
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【ICTハーベスタ データ送信】（PC138US-11 (株)小松製作所）

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針等】
◎検知精度の向上
・手検知なしで直送取引するための第一歩
➢データ蓄積、単木による比較、精度の許容範囲の検討等、地域を変えて検証

【能力】
・検知機能 ➢ 手検知精度と10％程度の誤差

※１現場の検証結果
・データ送信機能 ➢ 自動

電波状況によりUSBでデータ取出

・材積算出 ➢ 末口二乗法に対応
・データ ➢ StanForD様式から抜粋

ICTﾊｰﾍﾞｽﾀによる検知

技能者による手検知

【操作性】【 難易度】等
・データ送信が自動(USBの取出も簡単）

R3

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針】
◎検知誤差の要因分析及び精度の向上
◎機械による品質選別
・GPSの精度向上や通信環境の改善

➢低軌道周回衛星の活用や機能を有す
る資材を検証

【今後期待される機能】
・山林内でデータ送信
・自動フォワーダの走行
など

【能力】
・検知機能 ➢ 手検知精度と５～10％程度の誤差（２カ年、２現場の結果）
・GPSの精度の向上(ｍ単位のズレ有り) ➢ 低軌道衛星の活用を検討
・データ送信機能 ➢ 携帯通信圏外では自動送信が不可（鹿沼市の北西にある山林では不可)

※スマホにデータを格納し通信圏内へ移動後にデータ送信可能
・手検知の省略に向けた意見(川上側)

直送先との信頼関係の構築が重要
現時点で品質はオペレータによる判断 ➢ 機械による品質選別が必要

R4

□従来作業とICTハーベスタ検知等の比較検証

R3の課題を踏まえ･･･

□事業体(地域)を変えて継続的な比較検証

低軌道周回衛星や通信機能を有する資材

機械検知等の送信データ 23



【苗木運搬用・薬剤散布用ドローン】（森飛(株)マゼックス社 T-30 DJI) 

R3

ドローンによる運搬・薬散

薬剤散布
【能力】

・液剤や粒剤の薬剤散布 ➢可能
※現時点でザイトロンフレノックのみ

・飛行距離：２km程度まで
・飛行時間：10分程度
【労働負荷】【作業効率】

・飛行ルートの入力、操縦のみ
・操縦研修の受講が必要
・効率 ドローン：約0.6ha/h
下刈り従来：約0.1ha/日・人
【土質・水質試験の結果】

・土質・水質とも影響なし

苗木運搬
【能力】(10kg運搬、25kg運搬)

・苗木の運搬 50～150本/回
・運搬による飛行距離：２km程度まで
・運搬による飛行時間：10分程度
※１～２回運搬でバッテリー交換
【労働負荷】【作業効率】

・操縦と苗木取り付けのみ
・操縦研修の受講が必要
・ドローン：約1,000～1,300本/h・台※

人肩運搬：約100本/人・h程度

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針】

◎バッテリーの性能向上
➢苗木運搬・薬剤散布を地域や地形

を変えて継続検証(データ収集)
➢散布箇所の下草の生育を経過観察
➢歩掛や各種基準の素案を作成

人肩運搬・草刈機

苗木運搬
・作業代行 約5,400本(約2ha)

薬剤散布
・自社施工 約5ha
・作業代行 約10ha

R4

２
ヶ
月

苗木運搬
・人員：４名/日を要
・作業：約2,500本/日 が可

頻繁なバッテリー交換
・歩掛や基準等の作成に

向けたデータ収集
※1下線は次頁の新たな

体制づくり検証を含む

薬剤散布
・人員：３～４名/日を要
・作業：約２ha/日が可

頻繁なバッテリー交換
・歩掛や基準等の作成に

向けたデータ収集

基準等のイメージ

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針等】
・飛躍的に労働負荷軽減、効率向上、安全性向上
➢地域、地形を変えて検証

・活用時期が限定されるため個別導入以外の方法
➢共同利用、レンタル等の体制づくりを検証

□従来作業とドローン(苗木運搬・薬剤散布)の比較検証

R3の課題を踏まえ･･･

□地域や地形を変えて苗木運搬及び薬剤散布

※2 R4年度は林業事業体の職員が操縦

※R3年度はドローン運搬の
熟練者が操縦

※2

※1

※1
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【苗木運搬用・薬剤散布用ドローン】共同利用・レンタル・作業代行など新たな体制づくり検証

R3年度の検証結果から、造林・保育の作業効率の向上や労働安全性の確保、労働負荷の軽減に、苗木運搬及び薬剤散布用ドローンの効果
が認められたが、機械の利用時期が限られていることから、共同利用やレンタル、作業代行などの新たな体制づくりが課題となった。

【新たな体制のイメージ】
①山林で活用できる苗木運搬及び薬剤散布用のドローン

は県内(事業体等保有)で数台
②山林でドローンを操縦できるオペレータは数人
③作業代行できる会社は数社

県森連が総合窓口としてドローン及び
オペレータ等のリストを管理

事業体からのオーダーに対して
適期に適切な人材(機種)を派遣

県森連による
コーディネート

調整のため
窓口が必要

①県内の事業体が自ら操縦して作業することが重要
②山林での操縦が難しいため、現在の事業体の

オペレータ(初心者)では 共同利用やレンタルが難しい
※山林で操縦(苗木運搬や薬剤散布)可能な人材は県内で数人
※事業体のオペレータ技術の底上げにより「共同利用」や
「レンタル」が可能

③農業のように林業にも安全対策等のマニュアルが必要
④体制を進めるためには、予約方法や事前準備、現地作業

などの運用基準等が必要

対策
◎事業体のオペレータ技術を向上させるため

林業に特化した講習会やマニュアルが必要

【課題・次年度以降の方針】
➢林業に特化した講習会やマニュアルの検証
➢新たな体制の運用基準の素案を作成し試行
（オペレータ派遣や作業代行から）

体制
イメージ

◎新たな体制の運用基準が必要

関係者による打ち合わせ(全６回）

参集範囲：
栃木県森林組合連合会、薬剤メーカー、
ドローンの販売及び講習会を開催している
会社 等

□共同利用・レンタル・作業代行など新たな体制づくり

作業代行 共同利用・レンタル オペレータ派遣

下請 派遣
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【多目的造林機械】((株)筑水キャニコム・(株)アクティオ)

【能力】【労働安全性】
・根株粉砕の速度：90秒程度(切株径30cm程度)
・苗木間隔を考慮した下刈り
機械幅1,700mm程度➢2,500本植(苗間2.0ｍ)で限度

・作業可能な勾配：35°
・後進時に根株に乗上げ作業員が転落する危険性有り
・根株・枝葉の破片が飛散

【課題(メーカへの意見)・次年度以降の方針等】
➢安全性を考慮しリモコン式草刈機等を検討

機械による地拵え・下刈り

R3
【操作性】、【難易度】等
・操作は簡単
・速度、衝撃等の適応するために馴れが必要
・根株処理時の刃を当てる高さ決定が難しい
・地拵え・植付の経験を要する

➢経験の浅い人材が直ちに活用は困難
草刈機による下刈

R4

【課題(メーカへの意見) ・次年度以降の方針等】
◎自動で誤伐を回避するようなシステムの開発
➢自動で走行する新たな機械の検証 ※小型ロボットなど

【能力】
・作業可能な勾配：25～50度(ウインチ付～55度)※機種により異なる

・現時点では切り株等に対応不可
※複雑な地形(切り株等)に対応する機種を開発中のメーカー有

・遠隔操作を行うために、事前に植栽木にテープを巻くなど植裁木
と下草を視覚的に区別する必要

【安全性】【操作性】等
・遠隔操作のため多目的造林機械より安全
・操作は簡単 ただし、機械と併せて行動 ➢ 無人化を望む声

【今後期待される機能】
・下刈や小径木の伐採
・苗木等や資材の運搬
・獣害対策 など

※BostonDynamics社HPの画像を引用

小型ロボット

プロトタイプ RJ700神刈

RC-1000 spiderILD01

□従来作業と多目的造林機械の比較検証

R3の課題を踏まえ･･･

□リモコン式草刈機の検証
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スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）

４ 研修会（計５回開催 約200人参加）

（１）薬剤散布用ドローン
日 時：７月20日(水)13:30～15:00
場 所：大田原市尻高田
共 催：大田原市森林組合
参加者：県内林業事業体 32名
機 体：DJI T-30
研修内容：
・昨年度散布箇所の状況確認
・薬剤に見立てた液体や粒体を模擬散布の実演

（２）薬剤散布用ドローン等
日 時：８月９日(火)10:00～11:30
場 所：茂木町小貫
共 催：芳賀地区森林組合
参加者：県内林業事業体 24名
機 体：DJI T-30等
薬 剤：保土谷アグロテック(株) ｻﾞｲﾄﾛﾝﾌﾚﾉｯｸ
研修内容：
・薬剤散布の実演
・レーザー測量の実演
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スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）

（３）薬剤散布用ドローン等
日 時：８月29日(月)10:30～12:00
場 所：那須塩原市金沢
共 催：たかはら森林組合
参加者：県内林業事業体 36名
機 体：DJI T-30等
薬 剤：保土谷アグロテック(株) ｻﾞｲﾄﾛﾝﾌﾚﾉｯｸ
研修内容：
・0.65ha(スギ４年生)に薬剤散布の実演
・他地域における薬剤散布事例（高見林業）
・レーザー測量の実演

（４）リモコン式草刈機等
日 時：10月26日(水)10:30～12:00
場 所：矢板市長井
共 催：高原林産企業組合
参加者：県内林業事業体 54名
機 体：
・(株)筑水キャニコム プロトタイプ
・(株)アテックス RJ700神刈
・ドヴォルザーク社 spiderILD01
・TIMAN社 RC-1000
・三陽機器(株)ショベル用ハンマーナイフモアー
・(株)筑水キャニコム ヘイマサオ
研修内容：2.4ha(クヌギ・コナラ)に草刈の実演
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スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）

（５）ICTハーベスタ(ロングリーチ型)
日 時：12月15日(木)10:30～12:00
場 所：大田原市北野上
共 催：大田原市森林組合
参加者：県内林業事業体 49名
機 体：日立建機 FL135USL

Waratah社 ハーベスタヘッド:H412
研修内容：
・伐木・造材の実演
・大田原市森林組合等によるスマート林業の取組

薬剤散布用ドローン研修会

(下野新聞R4.8.16)

リモコン式草刈機等研修会

(下野新聞R4.10.26)

ICTハーベスタ(ロングリーチ型)

(下野新聞R4.12.16)
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１．令和４(2022)年度事業報告について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

２．令和５(2023)年度の取組について

林業木材産業課 木材産業担当



生産管理ICT化WG
（１）事業概要・目的

川上・川中・川下間における生産・需要の見える化を図り、素材丸太及び製品の生産流通を中長期
スパンで計画的に行うための「需給情報システム」を構築すること
⇒プロダクトアウト型からマーケットイン型への転換（川下の需要をもとに素材丸太⇒製品を生産）
⇒川下の確実な需要をもとに安定取引が促進⇒川上の素材生産力が強化（増産）

各業種における需給情報の基礎調査を実施（県内405社に参画意向確認）
⇒データシートのとりまとめ（75社から回答） ⇒ 木協連HPで公開
・川上（森林組合・素材生産事業体） ：森林経営計画に基づいた素材生産計画・能力 ⇒ 22社
・川中（製材工場・集成材工場） ：使用する素材丸太や製品加工計画・能力 ⇒ 22社
・川下（製品市場・流通・プレカット）：製品需要 ⇒ 33社

（２）Ｒ３実績

（３）Ｒ４実績

データシートを活用したシステムの仕様検討
⇒参画事業者及びシステム会社と、掲載情報（需給情報＋林業木材産業の統計データ・製品市況等）

機能・操作方法などを検討、仕様書を作成
・参画事業者へのアンケートを実施 ⇒ 30社から回答（川上８社、川中９社、川下13社）
（内容：システムに掲載する項目、更新頻度、システムに求める機能等）

仕様書をもとに、需給情報システムの先導モデルを試作・仮運用スタート
⇒Ｒ６以降は木協連を中心に民間ベースでシステムを運用・実証を継続
⇒実証結果を踏まえた改良等により、将来的には実際の商取引に活用

（４）Ｒ５計画

31



月 日 事 項 内 容

４月27日 関係団体との調整 事業内容、実施スケジュール等

６月８日 関係団体との調整 事業内容、実施スケジュール等

６月23日 業務委託契約 木協連と契約締結 （契約期間：R4.6.23～R5.3.24）

７月１日 第１回WG開催 今年度の事業内容の説明と協議⇒合意形成

10月６日 第２回WG開催 アンケート内容の検討

10月18日
～10月31日 アンケート実施 システムに掲載する情報、更新頻度、機能・操作方法等

参画予定企業75社に依頼 ⇒ 30社から回答

11月上旬
～３月中旬

システムの仕様検討
仕様書とりまとめ

掲載情報（需給情報＋林業木材産業の統計データ・製品市況等）
機能・操作方法等

２月９日 第３回WG開催 システム仕様の最終調整

３月23日 協議会開催 スマート林業推進協議会における事業報告

３月24日 業務委託完了 仕様書の完成・納品 ⇒ 次年度にシステムの試作スタート

令和４年度事業実績

生産管理ICT化WG
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生産管理ICT化WG

（１）需給情報システムに掲載する情報について

・データシート（R3とりまとめ）に掲載されている
全ての内容

※会社概要・特徴・PR・生産及び需要情報
（品目・規格・量など）

・随時、更新できるシステム

・各企業が自社のパソコンで作業できること

（２）掲載情報の更新について

（３）機能・操作方法等について

・供給者からの木材（素材・製品）生産情報の配信

・需要者からの木材（素材・製品）購入情報の配信

※いずれも、時期・樹種・規格・品質・数量など

・取扱い資材（素材・製品）の検索機能

・購入希望や販売希望の情報がメール等で即時に
相手に通知される機能

※その都度システムをチェックしないと分からない
ようでは利用されない

（４）その他、要望等

需給情報システム試作に関するアンケート結果（30/75社）
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生産管理ICT化WG

県・木協連・各事業体(75社)が
各IDとパスワードによりログイン

自社データを随時更新
各社の最新データを閲覧

需給情報の見える化
各社の安定取引に活用

県と木協連で管理・運用
将来的には民間ベース（木協連）
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生産管理ICT化WG

素材生産量
（月毎）

製品価格

素材丸太価格

住宅着工件数

トップページ

品目・規格等
検索が可能

各月のデータが
閲覧可能

素材使用量
（月毎）

製品生産量
（年間）

供給＜需要
⇒川上の増産へ
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生産管理ICT化WG

クリックすると
各社のページへ

クリックすると
詳細ページへ 統計情報

各社の
需給情報

素材生産量
（各社合計）
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生産管理ICT化WG

クリックすると
各社のページへ

クリックすると
詳細ページへ 統計情報

各社の
需給情報

素材使用量
（各社合計）
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生産管理ICT化WG

川上→川中
供給情報

38

○○森林組合

○○市△△町11-11

○山 △輔

0000-11-2222

0000-11-3333

shinrinkumiai@aaa-forest.or.jp

https://shinrinkumiai.or.jp



生産管理ICT化WG

川上←川中
需要情報

川中→川下
供給情報

39

○○市△△町11-11

有限会社○○製材所

○○市△△町11-11

○山 △輔

0000-11-2222

0000-11-3333

seizai@aaa-forest.or.jp

https://seizai.or.jp



○○木材株式会社

生産管理ICT化WG

40

川中←川下
需要情報

○山 △輔

○○市△△町11-11

○山 △輔

0000-11-2222

0000-11-3333

seizai@aaa-forest.or.jp

https://seizai.or.jp



生産管理ICT化WG

統計情報
イメージ
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生産管理ICT化WG

システム上で
掲載事業者へ問合せが可能

相手のメールアドレスに連絡が届く

具体的な商談・取引へ
（R5試作・仮運用スタート） 42



１．令和４(2022)年度事業報告について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

２．令和５(2023)年度の取組について



令和４年度
第４四半期

令和５年度
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

（２） 令和5年度 スケジュール

（１） 事業概要
・対象地域 ２市町

宇都宮市、佐野市（R4の残り） 220㎞２

・委託業者 選定準備中

・４点/㎡以上の航空レーザ計測 ※計測範囲は、別紙２参照

・解析内容

地形データ（微細地形、既設作業道等）

資源量データ（単木：樹種・樹高・胸高直径等，総量：材積・本数）

■ 令和５年度 事業概要等について

森林資源情報高度化 WG（３年目） ＜令和５年度計画＞

★契約
契約手続き 航空レーザ計測、解析

WG
成果確認

林業事業体向け
研修会（時期未定）

WG
中間報告

R４データ実装
運用 ～事業体・市町等の声をフィードバック

R５データ実装

WG
成果確認
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（別紙２）航空レーザ計測範囲 令和５年度事業
・航空レーザ計測（地形解析）： 220㎞２
・森林資源解析：スギ・ヒノキ人工林 135㎞２

◆ 令和５年度 森林資源解析計画

解析対象
市町

スギ・ヒノキ
人工林面積

宇都宮市 34km2
佐野市（R4の残り） 101km2
合計 135km2

宇都宮市・佐野市にて実施

計測実施済

足利市・小山市・真岡市・さくら市・下野市・上三川町・益子
町・茂木町・市貝町・芳賀町・壬生町・野木町・高根沢町

未着手の市町（13）

45

森林資源情報高度化 WG（３年目） ＜令和５年度計画＞



NO 機械
年度

R3～4課題 対策
次年度以降
検証方針(案)

導入方針
R3 R4

1
路網自動設計

システム
○ ○

・操作・初期設定が複雑
・支線・スイッチバックの自動設計が不可
・非現実的な設計の場合あり
・踏査した結果の線形修正が現場で不可

・マニュアル充実、操作研修会の開
催

◎現地状況に沿った自動設計
◎自動設計の精度向上
◎タブレットへの対応

自動設計による線形を実際に作設 検証結果に基づき、
地形、作業班、作
業システム等に鑑
み、適切なスマー
ト林業技術を事業
体に向けて提案

ただし、実演会や
情報提供等により、
事業体が、自ら効
果があると判断し
た場合、当検証結
果をまたず導入す
ることは差し支え
ない
なお、導入した機
械については、県
内の横展開(波及)
のため、実演等に
協力いただく

2
ロングリーチ

伐倒機
○ ○

・アームと地山の接触
・アームとヘッドの接触
・アタッチメントの故障

◎アーム、ヘッドの形状改善
・安全に作業可能な地形、勾配、作

業種等の把握
◎アタッチメントの耐久性の向上

地域、地形、作業種(皆伐・間伐)等
を変えて検証

3

ICTハーベスタ
(日立)

○

・まがり等の判断はオペレータ
・狭小箇所では自動送材により材がコクピットに接触

◎まがりを自動判断
・安全に作業可能な地形、勾配、作

業種等の把握
・ロングリーチ型の活用

・地域、地形、作業種(皆伐・間
伐・択伐)等を変えて検証

・ロングリーチICTハーベスタによ
る検証

ICTハーベスタ
ロングリーチ型

(日立)
○

・安定性の確保のため大径木の伐採不可 ◎軽量かつ大径材に対応したヘッド比較的齢級が若い間伐地で検証

4
ICTハーベスタ

(コマツ)
○ ○

・手検知との精度誤差
・GPSの精度
・地域によりデータ送信が不可
・品質の判断はオペレータ

◎検知精度の改善
・機械検知のみで取引する場合を想

定し精度の許容範囲を設定
◎GPSの精度向上
・新たな通信インフラの活用
◎機械による品質選別

林内の通信環境の改善のため低軌道
周回衛星の活用や通信機能を有する
資材等を検証

5
木材検知
システム

○
背景、陰影による誤認識 ◎検知精度の改善 検知精度の改善があれば、ICTハー

ベスタ(コマツ)と組み合わせて検証

6
苗木運搬用
ドローン

○ ○

・活用時期が限定的(春秋植え)
・山林に特化したオペレータが少数
・バッテリー交換が頻繁

・共同利用・レンタル・作業代行
・山林に特化したオペレータの育成
◎バッテリーの性能向上

・共同利用・レンタル・作業代行の
新たな体制づくりの検証継続

・歩掛や各種基準の素案を作成
・林業に特化した講習会やマニュア
ルの検証

・新たな体制の運用基準の素案等を
作成し試行

・散布箇所の下草生育の経過を観察7
薬剤散布用
ドローン

○ ○

・活用時期が限定的(6～9月)
・山林に特化したオペレータが少数
・バッテリー交換が頻繁

8

多目的
造林機械

○

地形によっては搭乗者が転落する危険性 ◎前後進時に切株などの異物を感知
できるセンサ-等の搭載

・リモコン式の活用

リモコン式の地拵機、草刈機により
検証

リモコン式
草刈機

○
・切り株等に対応不可
・植裁木と下草を視覚的に区別

◎自動で走行や誤伐を回避するシス
テムの開発

自動走行する新たな機械の検証

令和３～４年度検証結果に基づく課題及び５年度以降の対応策

※◎は機械の改良等を要するためメーカへ提言
赤字はR4年度の検証に基づき追記

スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）
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【一つのアタッチメントで複数の作業が可能】

・作業効率の向上(一貫型施業によるコスト縮減)
・機械の稼働率の向上(事業体に配慮したアタッチメント)

R５年度以降の検証機械の候補（2022森林・林業・環境機械展示実演会）

造林・保育作業等一体型

【林地の残材を現地で処理】

・残材の破砕処理により災害に強い山づくり(皆伐増へ寄与)
・残材の新たな利用(バイオマス利用や下草抑制のため林内散布など)

【従来の２～３倍の速度や自動走行で運材】

・運材の効率化により労働生産性の向上

高速走行フォワーダ等

自走式木材破砕機

【VRによる遠隔操作で伐木作業が可能】

・機械作業により効率の向上及び労働負荷の軽減
・遠隔操作のため安全性の向上

伐倒作業車(VR式) 

※写真は自動走行フォワーダ

スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）
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事 項 内 容
R５

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

未来技術導入・検証WG ・検証機械及び内容等の案を協議 ○ ○ ○

委託業務 契約締結 ・R４年度と同様に栃木県森林組合連合会を想定 ○

事業説明会及び意見交換
・WGで協議された機械及び内容等の説明
・検証機械、事業体及び箇所の決定

○

検証開始 ・事業説明会で決定した実施者、箇所で検証

実演会・研修会等 ・機械の能力等を体感する実演会・研修会の開催

検証結果取りまとめ

委託完了 報告書作成 ○

適宜開催

R５年度スケジュール（案）

スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）
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月 日 事 項 内 容

４月 関係団体との調整 事業内容、実施スケジュール等

５月 第１回WG開催 今年度の事業内容の説明と協議⇒合意形成

６月 業務委託契約

７月～10月 システム試作 R4仕様書をベースに構築・動作確認・修正作業

11月 第２回WG開催 システム操作説明会・各社データの更新依頼

12月 各社のデータ更新 最新の需給情報・その他（企業概要・特徴・PR等）

１月～２月 システム実証 機能・操作方法・有用性の確認

２月下旬 第３回WG開催 実証結果の共有 ⇒システム修正を検討

３月 協議会開催 スマート林業推進協議会における事業報告

３月下旬 業務委託完了

令和５年度事業スケジュール（案）

生産管理ICT化WG
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区分
令和４年度 令和５年度

第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

森林資源
情報高度化

ＷＧ

未来技術
導入･検証

ＷＧ

生産管理
ICT化
ＷＧ

とちぎ
スマート

林業
推進協議会

WG

令和５年(2023)年度スケジュール（案）

航空レーザ計測・解析

実証試験 とりまとめ・分析

契約手続

委託契約

林業事業体向け
研修会（時期未定）

システム試作委託契約

進捗報告（適宜）

各年度第４四半期に、事業計画・取組報告等を行う
※ その他大きな変更等ある場合などは、適宜開催

WG

WG

R4データ実装 運用 ～事業体・市町等の声をフィードバック

一部実装 ～実装後の運用データ・改善点等もフィードバック

需給情報 共有 試験運用 ～事業者（川上・中・下）の声をフィードバック

R5データ実装

50

協議会

WG WG

WG WG

WG WG

システム実証データ更新

説明会・
意見交換 実演会・研修会

（適宜開催）



区分 R2
（2020）

R3
（2021）

R4
（2022）

R5
（2023）

R6
（2024）

R7
（2025）

とちぎスマート林業推進協議会

①森林資源情報高度化 WG

② 未来
技術
導入
・
検証
WG

モデル事業
□ 県内３箇所程度
□ 一連の生産工程で

未来技術検証

実用段階
各工程の実証 全行程（作業ｼｽﾃﾑ）の実証 各工程の実証 全工程の実証

開発段階
各工程の実証 全行程（作業ｼｽﾃﾑ）の実証

実
用
段
階(

例)

伐採
造材 ICTハーベスタ

伐採 ロングリーチ
伐倒機

植付 苗木運搬用
ドローン

下刈 薬剤ドローン

開
発
段
階(

例)

伐採 自動伐倒作業車

運材 自動集材機
自動走行ﾌｫﾜｰﾀﾞ

③生産管理ICT化 WG

■モデル箇所で本格実装
（条件不適地での実証試験と並行）

とちぎスマート林業推進事業 ロードマップ（案）

●協議会
設置

■ 全県に普及
（ﾏﾆｭｱﾙ作成・技術交流の場づくり）事業内容の検討・改良事業計画

作成

基礎調査
・ｳｯﾄﾞｼｮｯｸ動向
・需給基礎情報

情報共有
システム検討 ■本格実装

参加企業調整

システム構築

航空レーザによる情報取得
モデル地域 林業経営地域 その他地域

R2補正～

■本格実装（森林クラウドへ情報反映・運用）

条件適地・皆伐 条件適地・皆伐-間伐 条件不適地・皆伐

チェーンソー・ハーベスタと比較

チェーンソーと比較

人力運搬と比較

人力下刈と比較

チェーンソー・ハーベスタと比較

フォワーダと比較

実用段階の
機械から導
入試験を段
階的に実施

実証中でも事業
体が効果を実感
できたものから
順次実装

※記載の機械
は候補案

条件適地・皆伐 条件適地・皆伐-間伐
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現在の林業 … 記憶・経験のアナログ林業

林業の
サイクル

製材工場等

木造建築等

土場・市場
集材・搬出

造材

伐採
（搬出間伐・主伐）

除伐・間伐（切捨）

下刈

植栽

地拵

地拵
…重労働かつ危険！

植栽
… 重い苗木を人力で
担ぎ上げて作業

下刈り
… 重労働で植栽後５年以上
継続するが、収益無し！

需要と供給がミスマッチ！
（量・規格・品質）

森林簿データ
… データ精度が低い！
（地形ﾃﾞｰﾀ・資源量・・・）

→ 施業計画（境界確定・生産量
など）は現地確認必須

運搬
… 林道・作業道の設計に
知識・経験を要する

伐採・造材
… チェーンソーによる
人力が主体

集材・搬出
… オペレータによるフォワーダ運転

→ 作業のボトルネックになりがち！

検収（規格・材積）
… 土場・市場にて人の目で測定

①川上に中長期的な
経営計画がない！
⇒森林資源情報の不足

③需要が見えないまま
伐採・生産している！
⇒互いの需給情報がない

②作業の大半が
人力作業のまま！

⇒生産性が低い
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未来技術を活用したスマート林業の推進

林業の
サイクル

製材工場等

木造建築等

伐採等
現場作業

土場
市場

植林

下刈り

※自動機械が対応
できないような
大径木の伐採に
は、ベテランの
人力作業がまだ
まだ必要！

一貫型
施業 大苗・

ｴﾘｰﾄﾂﾘｰ
・早生樹

大規格
作業道

施業地の
複合大規模化

高効率な
作業システム

①森林資源情報の
精度向上・可視化
（レーザ測量）

②現場の自動化
・省力化

下刈の
自動化

路網
設計
支援
ｿﾌﾄ

ﾄﾞﾛｰﾝ
運搬

作業の
軽減

③生産管理のICT化
（需給状況の共有）
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施業
造林・保育 素材生産

地拵 植栽 獣害対策 下刈 路網 伐採・造材 集材・搬出 検知

実証
機種※

ｿﾌﾄ等

多目的
造林
機械

ｱﾀｯﾁ
ﾒﾝﾄ式
地拵機

苗木
運搬
ﾄﾞﾛｰﾝ

ｱｼｽﾄ
ｽｰﾂ

ｱﾀｯﾁ
ﾒﾝﾄ式
植栽機

資材
運搬
ﾄﾞﾛｰﾝ

薬剤散布
ﾄﾞﾛｰﾝ

(忌避剤)

薬剤散布
ﾄﾞﾛｰﾝ(除

草剤)

多目的
造林
機械

ﾘﾓｺﾝ式
草刈機

ｱﾀｯﾁ
ﾒﾝﾄ式
草刈機

自走式
草刈機

路網自
動設計

ｿﾌﾄ

ICT
ﾊｰﾍﾞｽﾀ
通常・
ﾛﾝｸﾞﾘｰﾁ

ﾛﾝｸﾞ
ﾘｰﾁ

伐倒機

無人
伐倒機

高速
ﾌｫﾜｰﾀﾞ

無人
ﾌｫﾜｰﾀﾞ

ﾛｰｼﾞﾝ
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ

自動
検収
ｱﾌﾟﾘ

事業体
ニーズ △ - ◎ - - ◎ ◎ ◎ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ - ○ ○ △ ○

試作
段階

改良
段階

一部
実装可

実装
可能

普及
段階

とちぎスマート林業推進事業（～R7）における未来技術実証の展望

薬剤散布ﾄﾞﾛｰﾝ（忌避剤）
忌避剤散布は可能だが、散布後の
効果 (薬剤の希釈率など)は要検証

各種ﾄﾞﾛｰﾝ（苗木･資材運搬，薬剤散布）
現場のﾆｰｽﾞが高く、実装レベルにあり、
実装・普及を図りながら、実用・運用面
の課題に対応する検証を継続

下刈、路網、伐採･造材関連
現場のﾆｰｽﾞはあるものの、
実装には地形等を選ぶため、
導入条件や適切な施業シス
テムの検証・構築が必要

集材・搬出関連
現場ﾆｰｽﾞがあり、生産

性におけるボトルネック
となる部分だが、まだ試
作段階の技術がほとんど

※本県では未実証の機種等も含む（全ての未来技術を網羅しているわけではないことに留意）

苗木運搬ﾄﾞﾛｰﾝ 薬剤散布ﾄﾞﾛｰﾝ ﾘﾓｺﾝ式草刈機 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ式草刈機 自走式草刈機 路網自動設計ｿﾌﾄ ICTﾊｰﾍﾞｽﾀ ﾛﾝｸﾞﾘｰﾁ伐倒機 自動検収ｱﾌﾟﾘ

実装が期待
できる技術

2023.３月時点
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森林経営計画
・施業計画 造林・保育 素材生産

現在の
林業

スマート
林業

推進事業

次世代
林業技術
検証事業

ほか

造材

伐採□
（搬出間伐・主伐）

除伐・切捨間伐

下刈
植栽

地拵

獣害
対策 集材・搬出

土場・市場

作業道作設

製材工場等

木造建築等現地下見
（境界等）

現地測量
（作業道）

毎木調査
（資源量）

スマート林業の実装が進んだ本県の“新しい林業”の姿（イメージ）

ﾘﾓｺﾝ式草刈機 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ式草刈機

自走式草刈機
ICTﾊｰﾍﾞｽﾀ

運搬作業
省力化

作業負荷
省力化

技術的
負担
省力化

生産性
向上

検知作業
省力化 需給

情報
共有

需給情報システム

自動検収ｱﾌﾟﾘ
ﾛﾝｸﾞﾘｰﾁ伐倒機

路網自動設計ｿﾌﾄ
薬剤散布ﾄﾞﾛｰﾝ苗木運搬ﾄﾞﾛｰﾝ

現場作業
省力化

航空レーザ計測

安全管理機材
(デジ戦事業にて検証中)

獣害対策大苗

ｺｳﾖｳｻﾞﾝ等

早生樹 疎植

新たな施業：造林・育林の省力化・低コスト化

循環型伐採（択伐）

新たな若返り手法

心去材

高齢級化・大径化する
材の用途開発

造林・保育で省力化が図られた分の人員を
素材生産へ回せるようにあり、生産力向上に！

スマート林業による生産性・安全性の向上と併せ、次世代林業技術検証事業等で検証している
新たな施業手法を導入することで、需要と供給がマッチした“新しい林業”へ

“現在･未来”の需要に応じた“施業の改革” 造林･保育～素材生産

森林クラウド
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